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◆
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。本
年
が
南
部
町
そ

し
て
町
民
の
皆
様
に
幸
多
き

年
と
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、去
る
十
三
日
に
は
南
部

町
成
人
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し

た
。百
十
七
名
の
新
成
人
が
誕

生
し
ま
し
た
。

　
地
元
に
残
っ
て
南
部
町
の
明

日
を
担
っ
て
い
く
方
、町
外
に

雄
飛
さ
れ
る
方
、進
路
は
様
々

で
あ
ろ
う
と
は
思
い
ま
す
が
お

一
人
お
ひ
と
り
、充
実
し
た
人

生
を
歩
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
こ
の「
な
ん
ぶ
議
会
だ
よ
り
」

は
、読
み
や
す
い
広
報
を
目
指

し
て
、今
号
よ
り
表
紙
の
カ
ラ

ー
化
、記
事
レ
イ
ア
ウ
ト
の
変

更
を
行
い
ま
し
た
。今
後
の
参

考
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

議
会
事
務
局
ま
で
感
想
を
お

寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
嬉
し
く
思

い
ま
す
。
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なつかしの
　我が校舎

　私は昭和40年に入学しました。学
生生活は勉学より軟式テニスの部活
動や友達と遊び、喧嘩をしながら友
情を深めた3年間でした。家業（理髪
店）を継いだ今では、近いところで
高校を卒業してよかったと思います。

亀坂雄二

　
一
昨
年
の
大
震
災
に
よ
る
福
島
原
子
力

発
電
所
の
事
故
を
契
機
と
し
て
、発
電
に

対
す
る
議
論
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
も
ク
リ
ー
ン
で
無
尽
蔵
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
源
で
あ
る
太
陽
光
発
電
は
大
き

な
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　
家
庭
用
の
太
陽
光
発
電
の
一
般
的
な
発

電
量
は
四
キ
ロ
ワ
ッ
ト
程
度
で
、家
庭
で
使

用
す
る
電
気
の
お
お
よ
そ
七
十
％
程
度
を

賄
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、南
部
町
で
は
鶴
田
地
内
に
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
発
電
所（
一・
五
メ
ガ
ワ
ッ
ト
）が

計
画
さ
れ
て
お
り
、こ
の
発
電
量
は
約
二

六
〇
軒
分
の
電
力
量
に
相
当
し
ま
す
。今

年
十
月
に
は
稼
動
の
予
定
で
す
。

『
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
』

ソーラーパネル
設置の民家
ソーラーパネル
設置の民家

法勝寺高校正面玄関

思い出

自宅にソーラーパネル（太陽光発電システム）を設置される方に県とともに町が
1kwあたり75,000円を補助（上限4kw）しています。

住宅用ソーラーパネル設置を補助します!!
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定例会報告●

12月議会補正予算
一般
会計

空き家一括借り上げ事業や新宮谷跡地活用事業等

6,538万4,000円の補正予算を可決

回答

質問

★新宮谷住宅跡地活用事業…181万円
　町営住宅跡地を法勝寺駐在所及び定住対策住宅地
として活用

県の要望とあるが、駐在所がなくなる周辺
住民の声は、又、残りの土地の利用方法は

駐在所の管轄は法勝寺より上の地域。集落
の真ん中に作らない方針と聞いている。残
地は特に若者
定住対策に
活用できるの
ではないかと
考えている。

回答

質問

★空き家一括借上げ事業……370万円
　空き家を町が10年間借上げ、リフォーム後、業者
を通じて管理・収納させる。

空き家を福祉対応のモデルとしては考え
られないか。

整合性がとれれば検討したい。
町全体であらゆるケースに対応するよう
に検討していきたい。

回答

質問

★みんなで支え合う中山間地域づくり
　総合支援事業………………500万円
　町内を対象にする移動販売事業者に対し、県の補
助を通じて支援。

地元の業者はなかったか。どのような商
品の販売なのか。

県で広報したが、町内からはなかった。
生鮮中心。他の業者と重複しないルート
と聞いている。

反対の意見 賛成の意見

　定住化対策として空き家を町が借り上げて、紹介
することは理解できるが、リフォームをして貸すこ
とは、行政のはんちゅうを逸脱していると考える。
　法人の株式会社化だが、事業計画等の具体的な提
案もなく、将来の展望も見えない。
　イノシシ解体で出た廃棄物は、緑水園の経費から
支出すべきではないか。

主 な 事 業

新宮谷住宅跡地

回答

質問

★公益法人組織変更事業…4,112万円
　公益法人に関する法律の改正に伴う緑水園の株式
会社化と農村振興公社の一般財団法人化のための
経費の計上

町が100％出資の団体に指定管理費は出
せるのか。

形態は別会社な
ので自治法上に
てらしても問題
はないと考えて
いる。 緑水園

議案審査の結果

議案番号 案　件　名 採決結果

議案第75号

議案第76号

南部町道路構造の技術的基準を定める条例の制定について

南部町町道に設ける道路標識の寸法を定める条例の制定について

議案第77号 南部町移動等円滑化のために必要な道路の構造に関する基準を定める条例の
制定について

賛成多数

〃

議案第84号

議案第85号

議案第86号

議案第87号

議案第88号

議案第89号

議案第90号

議案第91号

議案第92号

議案第93号

公の施設の指定管理者の指定について（南部町地域農産物加工施設えぷろん）

平成24年度南部町一般会計補正予算（第6号）

平成24年度南部町国民健康保険事業特別会計補正予算（第1号）

平成24年度南部町墓苑事業特別会計補正予算（第1号）

平成24年度南部町農業集落排水事業特別会計補正予算（第1号）

平成24年度南部町公共下水道事業特別会計補正予算（第1号）

平成24年度南部町水道事業会計補正予算（第1号）

平成24年度南部町病院事業会計補正予算（第2号）

町道路線の認定について

町道路線の変更について

〃

〃

全員一致

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

議案第79号
南部町水道事業の布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水道技術管理
者の資格基準に関する条例の制定について 〃

議案第80号
地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整
備に関する法律の施行に基づく関係条例の整備に関する条例の制定について 全員一致

議案第81号
南部町防災会議条例及び南部町災害対策本部条例の一部の改正をする条例の
制定について 賛成多数

議案第78号 南部町営住宅等の整備基準を定める条例の制定について

〃

議案第83号
公の施設の指定管理者の指定について（南部町立おおくに田園スクエア、南部
町民おおくに農山村広場、南部町民おおくにコミュニティ運動施設） 〃

議案第82号 公の施設の指定管理者の指定について（南部町立ふるさと交流センター）

　Uターン・Iターン等、定住化対策に空き家の再利
用は必要である。
　財団の株式会社化については、法律の改正に伴う
ものである。
　移動販売事業については、過疎対策としても必要
な事業と考える。十分な成果が上がるように期待を
している。
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一般質問●

全
国
学
力・学
習
状
況
調
査

Q
学
力
の
向
上・生
活
習
慣
の
充
実
は

A
小・中
学
校
で
課
題
の
共
有
を

秦  

伊
知
郎
議
員

教
育
長

　
四
月
に
行
わ
れ
た

全
国
学
力
・
学
習
状

況
調
査
の
結
果
が
、
西
伯
・

会
見
小
学
校
で
公
開
さ
れ
て

い
る
。

　
教
育
委
員
会
は
、
両
校
の

テ
ス
ト
の
結
果
を
分
析
、
評

価
さ
れ
、
学
力
向
上
、
生
活

習
慣
、
学
習
環
境
の
充
実
に

向
け
た
協
力
、
支
援
を
学
校
、

保
護
者
と
共
に
ど
の
よ
う
に

考
え
、
実
施
さ
れ
て
い
く
の

か
伺
い
た
い
。

   

　
調
査
結
果
に
つ
い

て
は
、
各
学
校
で
分

析
、
課
題
の
明
確
化
、
改
善

へ
の
対
応
を
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
今
回
は
、
小
・
中

学
校
の
担
当
者
が
、
分
析
資

料
の
情
報
交
換
を
し
、
六
年

生
の
結
果
の
背
景
や
、
課
題

を
共
有
す
る
こ
と
で
、
円
滑

な
接
続
を
図
っ
て
い
く
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
本
調
査
に
限
ら
ず

さ
ま
ざ
ま
な
学
習
調
査
を
実

施
し
て
い
ま
す
の
で
、
小
・

中
学
校
連
携
に
よ
る
学
力
向

上
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
質
問
紙
調
査
に
見
ら
れ
る

家
庭
学
習
の
不
十
分
さ
や
、

規
律
あ
る
生
活
へ
の
対
応
に

つ
い
て
は
、
教
育
委
員
会
と

し
て
、
P
T
A
の
皆
様
と
よ

く
話
し
合
い
、
具
体
的
な
取

り
組
み
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

国
保
税
や
公
共
料
金

Q
引
き
下
げ
を
求
め
る

A
国
保
の
全
県
一
本
化
を
め
ざ
し
ま
す

植
田  

均
議
員

町
長

　
町
民
の
く
ら
し
を

守
る
た
め
、
国
保
税

の
一
人
一
万
円
の
引
き
下
げ
、

介
護
保
険
料
及
び
上
下
水
道

料
金
の
引
き
下
げ
を
求
め
る
。

　
町
長
・
町
議
会
議
員
選
挙

を
と
お
し
て
町
民
の
く
ら
し

が
、
一
段
と
き
び
し
さ
を
増

し
て
い
る
と
肌
で
感
じ
た
。

地
方
自
治
体
の
第
一
の
目
的

は
、
住
民
福
祉
の
向
上
で
あ

る
。こ
の
立
場
に
立
て
ば
、今
、

第
一
に
取
り
組
む
べ
き
仕
事

は
、
払
い
た
く
て
も
払
え
な

い
税
金
を
賦
課
し
な
い
こ
と

で
あ
り
、憲
法
二
十
五
条「
健

康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の

生
活
を
営
む
権
利
」
を
保
障

す
る
こ
と
で
あ
る
。
町
民
の

く
ら
し
の
実
情
の
認
識
と
対

策
を
伺
う
。

　
選
挙
で
回
っ
て
み

ま
し
て
、
国
保
税
が

高
い
と
い
う
こ
と
は
耳
に
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

重
税
感
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
税

を
い
た
だ
い
て
、
一
方
で
払

っ
て
い
ま
す
。
医
療
費
が
ど

ん
ど
ん
上
昇
し
て
い
る
実
態

も
あ
り
ま
す
。
も
う
一
つ
の

視
点
は
、
南
部
町
の
国
保
税

は
、
県
下
で
低
い
方
の
部
類

に
入
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

鳥
取
県
で
国
保
を
一
本
化
す

る
運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

国
保
税
の
一
万
円
引
き
下
げ
、

介
護
保
険
料
及
び
上
下
水
道

料
金
の
引
き
下
げ
は
む
づ
か

し
く
、
現
状
で
ご
理
解
を
お

願
い
し
ま
す
。

○
そ
の
他
の
質
問

・
原
発
即
時
廃
止

・
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電

課外授業（さつまいも植え）

　

一般質問ダイジェスト一般質問ダイジェスト
保
育
園
の
施
設
整
備

Q
改
修
の
構
想
は

A
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
も
の
を
検
討
し
た
い

杉
谷
早
苗
議
員

町
長

　
三
期
目
の
町
政
を

担
う
に
あ
た
り
重
点

項
目
の
中
の
詳
細
内
に
保
育

所
改
修
に
取
り
組
む
と
あ
っ

た
こ
と
に
つ
い
て
問
う
。
公

立
保
育
所
の
施
設
整
備
費
は

平
成
十
八
年
度
よ
り
交
付
金

の
対
象
外
と
な
り
一
般
財
源

化
に
な
っ
た
。
厳
し
い
状
況

下
に
あ
る
わ
が
町
の
保
育
所

だ
が
、
現
段
階
で
の
町
長
の

構
想
を
問
う
。

　
最
も
古
い
園
舎
は

す
み
れ
保
育
園
で
築

三
十
六
年
を
経
過
、
さ
く
ら

保
育
園
は
築
三
十
二
年
、
ひ

ま
わ
り
保
育
園
は
築
二
十
九

年
、
つ
く
し
保
育
園
は
築
二

十
二
年
を
経
過
し
て
い
ま
す
。

こ
の
間
、
必
要
に
応
じ
て
未

満
児
室
の
増
改
築
を
行
っ
た

り
、
部
分
的
な
改
修
を
行
っ

た
り
し
て
、
子
育
て
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
て
き
ま
し
た
。

　
本
年
（
Ｈ
二
十
四
年
）
八

月
に
成
立
し
た
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
法
に
お
い
て
、
市

町
村
は
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
事
業
計
画
を
策
定
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

計
画
で
は
、
地
理
的
条
件
や

人
口
、
交
通
事
情
、
教
育
・

保
育
を
提
供
す
る
た
め
の
施

設
の
整
備
状
況
な
ど
を
勘
案

し
て
、
必
要
利
用
総
数
定
員

や
量
の
見
込
み
・
提
供
体
制

の
確
保
の
内
容
及
び
そ
の
実

施
時
期
に
つ
い
て
、
市
町
村

が
定
め
る
こ
と
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
少
子
化
や
就
労
形
態
の
多

様
化
、
保
護
者
の
社
会
復
帰

促
進
な
ど
延
長
保
育
、
低
年

齢
保
育
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ

て
い
る
現
在
の
状
況
に
対
し

て
、
町
内
の
保
育
園
で
は
満

足
と
は
言
い
難
い
現
状
が
あ

り
ま
す
。
現
代
の
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
保
育
園
の
施
設
の
在

り
方
を
検
討
せ
ざ
る
を
得
な

い
状
況
に
な
っ
て
い
る
と
い

え
ま
す
。
保
育
士
の
意
見
も

参
考
に
し
な
が
ら
地
域
の
ニ

ー
ズ
に
合
っ
た
よ
り
よ
い
園

に
な
る
よ
う
に
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

○
そ
の
他
の
質
問

・
各
種
文
化
活
動
施
設
拠
点

・
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

・
い
じ
め
に
つ
い
て

消
費
税

Q
消
費
税
増
税
の
中
止
を
国
に
求
め
る
べ
き

A
地
方
財
政
に
い
い
影
響
が
あ
り
受
け
入
れ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん

亀
尾
共
三
議
員

町
長

　
私
ど
も
が
行
っ
た

町
内
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
七
十
％
の
方
が
「
生
活

が
苦
し
い
」
と
答
え
、
六
二

％
の
方
が
「
増
税
反
対
」
と

答
え
て
い
る
。
消
費
税
を
増

税
し
て
も
社
会
保
障
は
よ
く

な
ら
ず
、
財
源
も
よ
く
な
ら

な
い
こ
と
は
明
瞭
だ
。
社
会

保
障
の
財
源
は
、
大
企
業
が

た
め
込
ん
で
い
る
二
六
〇
兆

円
と
富
裕
層
か
ら
の
応
分
の

負
担
で
間
に
合
う
。
財
源
を

消
費
税
に
求
め
る
こ
と
は
、

社
会
保
障
の
あ
り
か
た
を
根

本
か
ら
破
壊
す
る
こ
と
に
な

る
。

　
次
の
点
に
つ
い
て
の
所
見

を
問
い
、
消
費
税
増
税
中
止

の
声
を
国
に
あ
げ
る
こ
と
を

求
め
る
。

○
消
費
税
は
所
得
に
関
係
な

く
課
税
さ
れ
る
。
社
会
保

障
を
必
要
と
す
る
人
ほ
ど

負
担
増
に
な
る
が
、
ど
う

考
え
る
か
。

○
消
費
税
を
公
共
事
業
の
財

源
に
す
る
こ
と
に
つ
い
て

ど
う
考
え
る
か
。

　
社
会
保
障
と
税
の

一
体
改
革
の
中
で
低

所
得
者
に
配
慮
す
る
負
担
軽

減
の
対
策
は
取
ら
れ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
社
会
保
障
制
度
の

維
持
、
拡
充
の
た
め
に
は
消

費
税
増
税
に
よ
る
こ
と
が
適

当
で
は
な
い
か
と
認
識
を
し

て
い
ま
す
。
社
会
保
障
制
度

は
弱
者
の
た
め
で
は
な
く
国

民
す
べ
て
の
た
め
に
機
能
し

て
い
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

社
会
保
障
へ
の
毎
年
一
兆
円

の
負
担
増
を
誰
に
求
め
る
の

か
手
立
て
を
し
な
い
と
借
金

が
膨
ら
ん
で
子
や
孫
に
ツ
ケ

を
回
す
こ
と
に
な
る
と
思
い

ま
す
。
消
費
税
増
税
の
う
ち

地
方
に
回
る
部
分
も
あ
り
、

地
方
財
政
に
い
い
影
響
も
与

え
ま
す
。
町
長
と
し
て
受
け

入
れ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
社

会
保
障
の
財
源
と
い
い
な
が

ら
消
費
税
を
公
共
事
業
の
財

源
と
す
る
と
い
う
考
え
は
お

か
し
い
と
思
い
ま
す
。

○
そ
の
他
の
質
問

・
選
挙
結
果

・
町
長
・
議
会
議
員
選
挙
の

　実
施
内
容

すみれ保育園

国保税や公共料金の
引き下げを!

秦教
育
長

植
田

町
長

杉
谷

町
長

亀
尾

町
長
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平成24年度 鳥取県町村職員採用資格試験公告

鳥取県町村職員の採用資格試験を次のとおり行い
ます。
　平成24年7月26日

鳥取県町村会長  石　操　
記

1.職　　　　種 一般事務
2.試験参加町村 岩美町、若桜町、智頭町、八頭町、 
 湯梨浜町、琴浦町、北栄町、 
 大山町、南部町、伯耆町、日南町、 
 日野町、江府町

3.試  験  資  格
⑴住所要件
 （ア）町内在住者（出身者を含む）…岩美町、八頭町、
大山町、南部町、伯耆町、日南町、日野町、江府町

 （イ）八頭郡内及び鳥取市内の在住者（出身者を含む）
…若桜町、智頭町

 （ウ）東伯郡内在住者（出身者を含む）………湯梨浜町
 （エ）東伯郡内及び倉吉市内在住者（出身者を含む）
…北栄町

 （オ）鳥取県内在住者（出身者を含む）…………琴浦町

一般質問●一般質問●　12月定例議会委員会報告●

地
域
振
興
協
議
会

Q
費
用
対
効
果
は

A
活
動
実
績
が
そ
の
効
果

板
井  

隆
議
員

町
長

　
七
地
区
の
地
域
振

興
協
議
会
は
、
住
民

参
加
に
よ
る
町
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
に
組
織
さ
れ
、

行
政
の
重
要
な
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
大
き
く
貢
献
し
て
い

ま
す
。

　
今
日
ま
で
町
が
支
援
を
行

っ
た
費
用
対
効
果
と
こ
れ
を

区
長
協
議
会
と
公
民
館
制
度

に
変
え
た
場
合
の
費
用
と
効

果
に
つ
い
て
伺
う
。

　
平
成
一
九
年
発
足

以
来
、
防
災
や
共
助

交
通
な
ど
の
生
活
支
援
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
活
性

化
、
特
産
品
づ
く
り
に
よ
る

産
業
お
こ
し
、
ご
近
所
福
祉

な
ど
、
地
域
の
課
題
に
取
組

み
、
そ
の
解
決
を
図
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
活
動
の
評
価
と

し
て
発
足
以
来
、
五
件
の
知

事
表
彰
を
は
じ
め
、
各
種
機

関
か
ら
の
表
彰
・
感
謝
状
な

ど
褒
賞
を
受
け
、
社
会
的
に

も
す
ぐ
れ
た
団
体
と
し
て
認

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
活
動
実
績
こ
そ
が
効

果
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
を
職
員
が
行
っ
た
場

合
、
六
倍
近
い
費
用
、
人
件

費
が
余
分
に
か
か
る
と
思
い

ま
す
。

○
そ
の
他
の
質
問

・
耕
作
放
棄
地
の
復
元

南さいはく地域振興協議会
第5回かまくらふれあい祭り開催

南部町立法勝寺図書館

公
正
な
職
員
採
用
を
求
め
る

Q
受
験
資
格
の「
住
所
要
件
」の
確
認
は

A
住
民
票
を
求
め
る
こ
と
ま
で
し
て
い
な
い 真

壁
容
子
議
員

町
長

　
町
政
ア
ン
ケ
ー
ト

の
中
で
「
町
政
に
望

む
こ
と
は
」
の
問
い
に
対
し

て
「
公
正
な
職
員
採
用
を
求

め
る
」
と
い
う
声
が
多
く
あ

っ
た
の
に
驚
い
た
。
ま
た
、

住
民
か
ら
も
こ
の
声
を
多
く

聞
い
た
。
不
公
正
な
職
員
採

用
の
事
実
が
あ
る
と
す
れ
ば

行
政
不
信
そ
の
も
の
だ
。
自

ら
定
め
た
「
試
験
公
告
」
を

遵
守
し
て
い
る
の
か
問
う
。

　
受
験
資
格
の
住
所
要
件
が

「
町
内
在
住
者
及
び
町
出
身

者
」
と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う

に
確
認
し
て
い
る
の
か
。
西

伯
病
院
で
の
一
般
職
採
用
は

あ
り
得
る
の
か
。町
で
は（
二

次
試
験
終
了
ま
で
）
だ
れ
が

受
験
し
た
か
わ
か
ら
な
い
と

い
っ
て
い
る
が
、
二
次
試
験

の
面
接
は
だ
れ
が
お
こ
な
っ

て
い
る
の
か
。

　
採
用
試
験
は
県
町

村
会
に
委
託
し
て
お

り
、
二
次
試
験
合
格
者
へ
の

通
知
の
事
務
ま
で
を
町
村
会

で
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
町

で
は
だ
れ
が
受
験
し
た
か
わ

か
ら
ず
、
わ
か
る
の
は
、
二

次
試
験
が
終
わ
って
か
ら
で
す
。

　
住
所
要
件
は
、
試
験
申
込

書
に
受
験
町
名
の
記
載
欄
が

あ
り
、
受
験
資
格
を
満
た
し

て
い
る
の
で
こ
れ
を
も
っ
て

出
身
者
と
町
村
会
で
判
断
し

て
い
ま
す
。
住
民
票
を
求
め

る
ま
で
は
し
て
い
な
い
と
思

い
ま
す
。

　
西
伯
病
院
で
の
一
般
職
採

用
は
、
平
成
十
八
年
に
病
院

の
一
般
事
務
職
で
同
様
の
試

験
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
以
降
の
採
用
は
あ
り
ま

せ
ん
。
病
院
採
用
の
職
員
で

町
役
場
庁
舎
内
に
異
動
し
て

い
る
の
は
研
修
と
い
う
形
を

と
っ
て
い
ま
す
。
病
院
の
一

般
事
務
の
採
用
の
判
断
は
、

管
理
者
が
さ
れ
る
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。

　
二
次
試
験
の
面
接
は
町
村

長
が
行
い
ま
す
。

町
立
図
書
館

Q
機
能
の
充
実
を

A
資
料
や
人
と
の
出
会
い
の
場
へ

景
山

　浩
議
員

教
育
長

　
今
後
の
人
口
減
少
、

高
齢
化
社
会
へ
の
対

応
策
と
し
て
、町
長
か
ら「
だ

れ
も
が
住
ん
で
み
た
い
町
」

を
め
ざ
す
と
の
発
言
が
あ
っ

た
。
住
ん
で
み
た
い
と
思
わ

せ
る
要
因
に
は
、医
療
、教
育
、

福
祉
や
職
場
な
ど
様
々
な
も

の
が
あ
る
が
、
地
域
文
化
も

大
き
な
要
因
で
あ
る
と
思
う
。

こ
の
文
化
振
興
の
手
段
の
一

つ
と
し
て
、
情
報
や
知
識
が

集
積
し
て
い
る
図
書
館
の
機

能
の
充
実
は
有
効
で
あ
る
と

考
え
る
が
ど
う
か
？

　
南
部
町
立
図
書
館

で
は
、
運
営
方
針
に

基
づ
き
、
四
つ
の
重
点
目
標

を
定
め
て
い
ま
す
。
一
つ
目

は
「
人
づ
く
り
を
支
え
る
図

書
館
」、
二
つ
目
は
「
情
報

拠
点
と
し
て
の
図
書
館
」、

三
つ
目
は
「
地
域
文
化
を
大

切
に
す
る
図
書
館
」、
四
つ

目
が
「
仕
事
、
健
康
、
暮
ら

し
に
役
立
つ
図
書
館
」
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
利
用
者
を

本
や
資
料
、
そ
し
て
そ
の
先

に
あ
る
人
な
ど
と
つ
な
い
で

い
く
こ
と
も
必
要
で
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
が
文
化
振

興
の
一
つ
の
手
段
と
し
て
図

書
館
を
活
用
さ
れ
る
こ
と
は

極
め
て
有
効
だ
と
考
え
て
い

ま
す
の
で
、
単
に
教
育
だ
け

で
は
な
く
、
福
祉
と
か
様
々

な
分
野
で
使
っ
て
い
た
だ
け

る
提
案
も
し
て
い
く
努
力
が

必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

○
そ
の
他
の
質
問

・
観
光
戦
略

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

町財政健全化を引きつづき図られたい。

職員の更なるスキルアップを図るため努力されたい。

防災計画の見直しと充実を図り、防災に強い町を目指されたい。
交通利用促進の施策と不便地域への対策を引きつづき図ら
れたい。
新たな雇用の場を確保するため、企業誘致等について積極的
に努力されたい。

定住化対策を推進し、人口減少に対する施策を図られたい。

太陽光などの再生可能エネルギーの活用による、環境に配慮
した町づくりを図られたい。

産業振興の強化に努力されたい。

荒廃農地の防止・再生に取り組み、生産者の育成と特産品の
振興に努力されたい。
国道180号南部バイパスの完成を前に、道路網の整備と管理
を図られたい。

生活道路の改善を計画的に取り組まれたい。

水道事業について、将来を見通した健全経営に努めるとともに、
安定給水に万全を期せられたい。
公共下水道、農業集落排水事業の接続率の向上に努め、併
せて合併処理浄化槽設置の促進を図られたい。

14

15

16

17

18

19

20

21

22

学校と家庭、地域との連携を密にし、いじめ・不登校対策などの更
なる充実を図られるとともに、教職員の一層の研修を図られたい。
登下校時の通学路の安全確保対策などのさらなる充実を図ら
れたい。
人権を尊重し、あらゆる差別の解消に向けた施策の展開に努
力されたい。

保育園改築の実現に向けて努力されたい。

認知症対策のさらなる充実を図られたい。

特定健診・ガン健診の受診率、健康指導の実施率の向上を図
るとともに、職員研修の充実を図られたい。
福祉事務所の運営にあたっては、利用者にとって、判りやすく、
使いやすさを目指していっそうの努力をされたい。
西伯病院の医療スタッフ確保と経営の健全化対策のさらなる
充実を図られたい。
ゴミの減量化推進とともに、再資源化の取り組みにも努力され
たい。

平成25年度 議会からの町政に対する要望事項

板
井

町
長

真
壁

景
山

教
育
長

町
長
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平成24年12月議会平成24年12月議会

◆
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。本
年
が
南
部
町
そ

し
て
町
民
の
皆
様
に
幸
多
き

年
と
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、去
る
十
三
日
に
は
南
部

町
成
人
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し

た
。百
十
七
名
の
新
成
人
が
誕

生
し
ま
し
た
。

　
地
元
に
残
っ
て
南
部
町
の
明

日
を
担
っ
て
い
く
方
、町
外
に

雄
飛
さ
れ
る
方
、進
路
は
様
々

で
あ
ろ
う
と
は
思
い
ま
す
が
お

一
人
お
ひ
と
り
、充
実
し
た
人

生
を
歩
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
こ
の「
な
ん
ぶ
議
会
だ
よ
り
」

は
、読
み
や
す
い
広
報
を
目
指

し
て
、今
号
よ
り
表
紙
の
カ
ラ

ー
化
、記
事
レ
イ
ア
ウ
ト
の
変

更
を
行
い
ま
し
た
。今
後
の
参

考
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

議
会
事
務
局
ま
で
感
想
を
お

寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
嬉
し
く
思

い
ま
す
。

■

■

■

■

■

■

■

12月議会補正予算
議案審査の結果
一般質問ダイジェスト
平成25年度
議会からの町政に対する要望事項
なつかしの我が校舎
ソーラーパネル
あとがき

12月議会補正予算
議案審査の結果
一般質問ダイジェスト
平成25年度
議会からの町政に対する要望事項
なつかしの我が校舎
ソーラーパネル
あとがき
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8
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2
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8
8
8

■

■

■

■

■

■
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…
…………

………………
………………………

なつかしの
　我が校舎

　私は昭和40年に入学しました。学
生生活は勉学より軟式テニスの部活
動や友達と遊び、喧嘩をしながら友
情を深めた3年間でした。家業（理髪
店）を継いだ今では、近いところで
高校を卒業してよかったと思います。

亀坂雄二

　
一
昨
年
の
大
震
災
に
よ
る
福
島
原
子
力

発
電
所
の
事
故
を
契
機
と
し
て
、発
電
に

対
す
る
議
論
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
も
ク
リ
ー
ン
で
無
尽
蔵
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
源
で
あ
る
太
陽
光
発
電
は
大
き

な
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　
家
庭
用
の
太
陽
光
発
電
の
一
般
的
な
発

電
量
は
四
キ
ロ
ワ
ッ
ト
程
度
で
、家
庭
で
使

用
す
る
電
気
の
お
お
よ
そ
七
十
％
程
度
を

賄
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、南
部
町
で
は
鶴
田
地
内
に
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
発
電
所（
一・
五
メ
ガ
ワ
ッ
ト
）が

計
画
さ
れ
て
お
り
、こ
の
発
電
量
は
約
二

六
〇
軒
分
の
電
力
量
に
相
当
し
ま
す
。今

年
十
月
に
は
稼
動
の
予
定
で
す
。

『
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
』

ソーラーパネル
設置の民家
ソーラーパネル
設置の民家

法勝寺高校正面玄関

思い出

自宅にソーラーパネル（太陽光発電システム）を設置される方に県とともに町が
1kwあたり75,000円を補助（上限4kw）しています。

住宅用ソーラーパネル設置を補助します!!
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